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我々は、鉄系超伝導体発見における初期段階において、現実的な 5軌道ハバードモデル

をFLEX近似で扱い、その磁気揺らぎと超伝導の相関、および、正常状態の振る舞いを

研究した。 [1]一電子スペクトルやNMR-1jT1における、電子ドープ側とホールドープ側

の顕著な振る舞いの変化や KFe2As2における大きな質量増強などの結果は、 2次元系の

荒い計算にもかかわらず、実験で観測される結果をよく説明する。

しかし、最近の精密な実験の進展により、一言で鉄系超伝導体といっても各物質群に

よってかなりバラエティがあることが分かつて来た。特に、超伝導ギャップ関数に関する

データが集まり、ノードを持つもの、持たないものについての傾向やノードの位置が明ら

かになってきた。特に、最近、 BaFe2(Asl-xPx)2系では電子面におけるループノードが提

案されている。 [2]これは本質的に 3次元的な構造であるため、やはり 3次元の構造をき

ちんと考慮して、検討する必要に迫られている。すでに近似的な 3次元の計算はなされて

いるが、ルーフ。ノードを示唆する結果はない。 [3]

我々は、スピン軌道相互作用を含む、より現実的なバンド構造に

基づいて、ギャップ方程式を評価することで、ループノードの可能

性を探る。さらに、他の物質においてどのようなギャップ構造が起こ

りうるかについて系統的に評価し、その妥当性を検証する事で、超

伝導の発現機構に迫りたい。
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